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自己紹介
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【経歴】
 1990年、日本工営㈱入社。海外農業開発プロジェクト、国内の農業農村整備事業等に従事
㈱三菱総合研究所に転職（1997年）。食料問題、地域活性化、食品流通、食品表示、６次産業化、
フードテック等に係る施策立案、調査・研究、実証事業、コンサルティング業務に従事

【委員・講師等】
 新未来ビジョン・フォーラム フェロー（消費者庁新未来創造戦略本部）
 SBIR評議委員会 評議委員（農林水産省 農林水産技術会議事務局

/生物系特定産業技術研究支援センター）
 農林水産研究評価委員会 委員（農林水産省 大臣官房 政策課）
 食料生産地域再生のための先端技術展開事業運営委員会 運営委員
（農林水産省 農林水産技術会議事務局）

 環境保全型農業技術検討会 委員（農林水産省 生産局）
 東京都の農業振興に向けた専門懇談会 座長（東京都）
 九州大学未来社会デザイン統括本部 ディレクター/客員教授
 新潟食料農業大学 客員教授
 千葉大学 大学院園芸学研究院 客員教授・・・ほか



食に関する社会課題
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人類と食の歴史

出所: United Nations Department of Economic and Social Affairs
https://population.un.org/wpp/Download/Standard/Population/ 2021年6月22日閲覧

「緑の革命」
1940頃から

「緑の革命」
途上国・後進国への波及

世界の人口爆発 1940年以降の「緑の革命」
❶前提にある産業革命
❷品種改良の成功
❸化学肥料の開発と普及
❹トラクターなど農機の発達

1798年

マルサス「人口論」

これからは？

【世界の穀物および大豆の需給と世界人口の動向】
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https://population.un.org/wpp/Download/Standard/Population/


タンパク質需給動向
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出所：FAOSTATよりMRI作成

【１人当りタンパク質供給量の推移】 【世界でタンパク質摂取基準を満たす国は３割】

出所： 国際連合食糧農業機関（FAO）のFAOSTAT Food Balancesおよび国際
応用システム分析研究所（IIASA） SSP databeseに基づきMRI作成



2050年食料需要の拡大の見通しの推計

出所： 国際連合食糧農業機関（FAO）のFAOSTAT Food Balancesおよび国際応用システム分析研究所（IIASA） SSP databaseに基づき三菱総合研究
所作成（対象は168ヵ国であり、2020はFAOSTATの2019年統計値、2050は当社推計値）
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世界の食農部門関連の環境負荷
【世界の食農部門関連の温室効果ガス排出量】

※パーセント表示は、人為起源の温室効果ガス排出量に対する割合。端数処理を四捨五入により行っており、総数と内訳の計が
一致しない。
※データは、2019年ベース。
出所：FAO “The share of agri-food systems in total greenhouse gas emissions Global, regional and 
country trends 1990–2019” FAOSTAT Analytical Brief 31を基に三菱総合研究所作成
https://www.fao.org/3/cb7514en/cb7514en.pdf（閲覧日：2022年11月18日）
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食料システムをとりまくサステナビリティの課題
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2,１９０km3（2020年）

＜世界全体＞淡水利用の2/3

30億ha（2020年）

＜世界全体＞地表面の1/3

1.2倍

2，729km3（2050年）

1.4倍

43億ha （2050年）

水土地

現在の推計値と2050年の倍数：統計が入手可能な国・主要作物に絞って三菱総合研究所推計

出所）現在の推計値と倍数：三菱総合研究所「【提言】世界の持続可能な食料システムに向けて」（https : //www.mr i .co . jp/knowledge/ ins ight/po l icy/vnru7q0000000juw-att /er20230719_1 _ food-

system.pdf（閲覧日：2024年7月22日）

アマゾン熱帯雨林の
約２倍の増加に相当！

中国の年間水使用量分の
増加に相当！



食料需給を取り巻く課題マップ（目標年次：2050年）
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地域産業に求められるのは？
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アグリテック・フードテックなどの活用

消費者などの意識・受容性向上

儲かること
生産性向上 and/or 高付加価値

サステナブルであること
環境保全、地域資源活用、地産地消、、、



環境対応が自分事化できていない日本の消費者

10

■主に誰が取り組むべきか「世界の食料需要増に伴う環境負荷の
増大・環境破壊への懸念」

■今後の意向「多少高くても、環境に配
慮した食品を購入する」

「主に国・自治体が取り組
むべき」との回答が約７割

出所：mif2023年調査、 N=30,000） 

出所：mif2023年調査、 N=30,000） 

そうしたい

5%

ややそうした

い

20%

どちらともいえない

45%

あまりそうしたくない
17%

まったくそうしたくない
13%

消極的な意向が３割



消費者の行動変容のポイント
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お得感
 金銭的メリット
 生活改善

危機感
 規制、罰則
 同調圧力

共感
 精神的充実
 承認欲求



新たな価値創造によるゲームチェンジ
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高収益サステナブル農業の展開イメージ

企業・団体の職員等

職員と生産者の仲介を実施

一部収穫物の提供

仲介

上記の職員を
ケア・管理する人事部・経営者

手数料 協力手数料

希望者が農園で農作業顧客

仲介企業・プラットフォーム

生産者

福利厚生として
農作業の機会

を提供

サステナブル農業技術の導入

（エピゲノム技術、高機能バイオ炭、
バイオスティミュラント…等）

生産性向上・高品質化理解深化・行動変容 コンセプト共感型CSAによる高収益化の実現



高収益サステナブル農業～高機能バイオ炭によるサーキュラーエコノミー×環境負荷削減
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出所）三菱総合研究所撮影

散布の様子 散布後の圃場

収穫後の比較

【実施体制・役割】

 作物収量12％増加と1.3t相当のCO2吸収という効果を確認
 効果検証の実施や知見の蓄積、場の提供などにおいて研究機関の役割大
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次世代タンパク質による展開イメージ

持続可能な食肉供給システム構築に伴うフードシステムの変革

プレーヤー
が多様化

従来からの変わらない消費者ニーズに対応

マーケット起点で多様なニーズにオンデマンド供給

出所：三菱総合研究所作成



培養肉と畜肉のGHG排出量比較 ～サステナビリティの検証が必要

16 出所：Sinkeら（2023）をもとに三菱総合研究所作成

 牛肉から培養肉にシフトすることにより、従来の牛肉生産に対してGHG排出量を約9割削減できる可能性
 培養肉の製造工程では、多くのエネルギーが必要。今後は多くの産業で太陽光・風力などの脱炭素エネル
ギーが求められる中で、安定的なエネルギー確保と削減効果の検証などが課題

培養肉 トリ肉 豚肉 牛肉
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食のパーソナライズの展開イメージ
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生
産
数

商品種

大量生産型 ロングテール型
規格品の大量生産 少量多品種。潜在ニーズ大

特徴 安価
品質管理

差別化。個人のニーズやウォンツに
最適化された商品

競争力の源泉 規模の経済 微小差とこだわり

雇用 少数のクリエイティブ
管理職と労働人財

多様・多彩な雇用
先端技術者、職人

出所：三菱総合研究所作成

食のパーソナライズの進展

ロングテール型ビジネスの進展

 個人データの活用、商品・サービスの高付加価値化などにおいて、産官学協働による取組が不可欠



人材育成への期待
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食農分野の地域課題：担い手・後継者問題は待ったなし！
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現状延長ベースでの農業経営体数と農業生産額の見通し

出所：三菱総合研究所



人口構造の変化① 戦後80年間で5,000万人増加、今後80年間で6,000万人減少
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出所：国土交通省「国土の長期展望」 中間とりまとめ 参考資料（2020年10月）



人口構造の変化② 現在は人口構成の過渡期
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出所：一般社団法人未来医療研究機構 代表理事 長谷川敏彦氏「人口遷移論」



ロボティクスの進展：ヒトの教育ニーズの変化
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出所：BBC NEWS JAPAN 
https://www.bbc.com/japanese/articles/c2kqp08n1gko（2025.08.13閲覧）出所：inaho 公式HP https://www.inaho.co/product/asparagus-harvesting-robot（2025.08.13

閲覧）



九州大学の機能・役割：中長期的視点での人材育成、多様な人材の協働
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社会課題解決プラットフォーム

構想力 実装力

出所：九州大学 未来社会デザイン統括本部 HPの図に加筆
羅針盤
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